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PRESS RELEASE    

                                令和7年（2025年）9月11日 

やまがた共創塾「地域から進めるカーボンニュートラル」開講 
～見える化手法や脱炭素先行地域の取り組みなどを学ぶ～ 

【本件のポイント】  
● 地域ごとの温室効果ガス排出量を“見える化”し、脱炭素施策の

基盤を学ぶ全3回のセミナーを開講します。昨年度に続き2回
目となります。 

● 「脱炭素先行地域」に選定された米沢市・飯豊町の実例を紹介
し、実践的な取り組みのヒントを提供します。 

● 自治体職員や地域関係者が、地域課題と気候変動を結びつけて
考える視点を育むとともに、地域の脱炭素を考える一歩目を得
る機会となります。 

【概要】 

飯豊町と山形大学は、2016（平成 28）年 1 月に山形銀行とともに連携研究に関する包括協定を締結し、町民
の人材育成や農山村の魅力発信、将来に向けた地域の役割構築に向けて協働を進めてきました。その後、飯豊町
は 2020（令和 2）年12 月にゼロカーボンシティ宣言を行い、ゼロカーボンを手段として、地球温暖化の抑制と
地域活性化の両立を目指す取り組みを推進しています。 

こうした背景のもと、2022（令和 4）年 12 月には、当時同町の地域おこし協力隊として活動していた後藤武
蔵氏・小野優太朗氏を山形大学の連携研究員（YU-SDGs 連携研究員）に委嘱し、本学教員と共に、環境省の既
存データだけでは把握できない自治体ごとの温室効果ガス排出量を可視化する「やまがたモデル」を構築しまし
た。さらに、2025（令和 7）年には、山形大学が米沢市・飯豊町と共同で提案した計画が、環境省による第6 回
「脱炭素先行地域」に選定されています。 

本セミナーは昨年度に続き 2 回目の開講となります。温室効果ガス排出の“見える化”手法やその活用法に加
え、昨年度のセミナー以降に選定された本学と米沢市・飯豊町の「脱炭素先行地域」に選定された取組内容と具
体事例も紹介します。脱炭素を地域でどのように進めていくか、その第一歩を考える機会とします。 
 
〇プログラム概要 
やまがた共創塾「地域から進めるカーボンニュートラル ～見える化が導く、わたしたちの脱炭素戦略～」 
【対 象】 自治体職員（地域おこし協力隊含む）、企業、市民団体などどなたでも参加可能 
【参 加 費】 無料 
【受 講 方 法】 オンライン（Zoom ウェビナー） 
【申 込 先】 https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/bulletin/information/detail_403.html 
【申込締切日】 2025 年 9 月 30 日（火） 
 
【講 師】 後藤武蔵 氏・小野優太朗 氏（株式会社Land.Co／山形大学 YU-SDGs 連携研究員） 
 アドバイザー／林田光祐（山形大学 教授・農山村リジェネレーション共創研究センター） 
 
【開講日およびテーマ】 ※全回 13:30～14:30 ※詳細はチラシをご確認ください 

2025 年 10 月 2 日（木） このまちの未来を守るわたしたちの脱炭素（仮題） 
2025 年 10 月 16 日（木） 地域とともに描く脱炭素の道筋（仮題） 
2025 年 10 月 30 日（木） わたしたちの選択が地域の未来をつくる（仮題） 
 

 お問い合わせ 
総務部総務課社会共創推進事務室（樋口・松田） 
TEL  023-628-4489  メール yu-sdgs＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



全回オンライン配信 参加費無料 どなたでも参加可能

文部科学省 令和6年度「リカレント教育エコシステム構築支援事業」 やまぷらリカレント教育

『やまがたモデル』を活用したカーボンニュートラル人材育成プログラム

※全回13:30～14:30（終了後、質疑応答の時間を設ける場合あり）

【協力】【主催】

20252025

10.210.2
［Thu］［Thu］

20252025

10.1610.16
［Thu］［Thu］

20252025

10.3010.30
［Thu］［Thu］

【お申し込み方法】

山形大学が運営するホームページ

「 YU-SDGs EmpowerStation 」 よ

りお申込みください。

申込締切日：9月30日（火）

やまがた共創塾

地域から進める

カーボンニュートラル
見える化が導く、わたしたちの脱炭素戦略

カーボンニュートラルの実現は、地域の

暮らしや課題にも深く関わる重要なテー

マです。

本 セ ミ ナ ー で は 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出

の“見える化”手法や活用法に加え、山形

大学が米沢市・飯豊町と提案し「脱炭素

先行地域」に選定された取組の具体事例

も紹介します。

脱炭素を地域でどう進めるか、その第一

歩を考える機会とします。



【アドバイザー】

林田光祐
Hayashida Mitsuhiro

国立大学法人山形大学 教授

（農山村リジェネレーション共創研究センター）

博士（農学）で専門は 森林科学。前副学長（国際交流・

SDGs担当）。山形大学SDGs タスクフォースのリーダーとし

て、学内及び地域のSDGs活動を積極的に 支援する各種事業

を担い、カーボンニュートラルを実現するための「やまがた

モデル」の構築を主導。

後藤武蔵
Goto Musashi　※写真左

山形県飯豊町出身

株式会社Land.Co／山形大学 YU-SDGs連携研究員

東北大学大学院 環境科学研究科を修了後、それぞれ石油精製会社・自動車会社などでエネ

ルギーや生産技術分野に従事。2021年より山形県飯豊町に地域おこし協力隊として着任

し、地域と共に脱炭素・SDGsを実践するプロジェクトを数多く手がける。2022年に山形

大学よりYU-SDGs連携研究員の委嘱を受け、地域に根ざしたゼロカーボン推進を展開。

2024年には株式会社Land.Coを設立し、自治体や企業と連携しながら、見える化・データ

活用を軸とした地域循環モデルの構築を進めている。

小野優太朗
Ono Yutaro　※写真右

宮城県名取市出身

プ ロ グ ラ ム 詳 細

講 師 紹 介

2025年10月2日(木) 13:30-14:30

このまちの未来を守る
わたしたちの脱炭素___

カーボンニュートラルの背景や必要性をふまえ、

地域課題と気候変動を結びつけて考える視点を共

有し、自治体が保有するデータを活用した見える

化の基本手法についても学びます。

第1回

2025年10月16日(木) 13:30-14:30

地域とともに描く
脱炭素の道筋___

温室効果ガス排出量の見える化を出発点に、地域

で実践されている脱炭素の取組やその工夫、効果

を紹介します。2025年に「脱炭素先行地域」に選

定された米沢市・飯豊町の計画も取り上げます。

第2回

2025年10月30日(木) 13:30-14:30

わたしたちの選択が
地域の未来をつくる___

これまでの内容をふまえながら、質疑応答や意見

交換を通じて、地域におけるカーボンニュートラ

ルの実践に向けた具体的な一歩を、参加者自身が

考えるための時間とします。

第3回

国立大学法人山形大学
総務部総務課社会共創推進事務室（SDGs担当）

yu-sdgs@jm.kj.yamagata-u.ac.jpお問合せ 023-628-4489

（仮題）（仮題）（仮題）
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